令和８年第二回定例会を終えて（談話）

中央区議会自由民主党議員団・政策の会
幹事長　海老原　崇智

令和８年第二回定例会が6月30日に閉会しました。一般会計補正予算を含め41議案について審査が行われ、全議案が原案通り可決・承認されました。

一般会計補正予算においては、区制施行80周年記念事業としての伝統文化の継承・発展、区民福祉向上のための各種施策の充実、教育環境の充実など、3億5334万2千円が計上され、今年度の予算総額は、1990億309万7千円となりました。
今回の補正予算の内容は以下の通りとなります。

京橋の親柱移設支援
纏（まとい）保管・展示等の支援
民生・児童委員活動費の増額
特定不妊治療医療費助成制度の対象拡大
麻しん感染拡大防止対策の実施
エデュケーション・アシスタントの配置
インフレスライド条項等の適用に伴う工事費の増額

また、本定例会のわが会派の一般質問においては、「物価高騰対策」や「認可外保育施設を利用する子育て家庭への支援」について質問を行い、実現に向けて前向きな答弁をいただきました。

私たち中央区議会自民党議員団・政策の会は、これからも地域のあらゆる世代のみなさまのご意見・ご要望をお伺いしながら、政策実現に全力で取り組んでまいります。
引き続き、ご意見・ご要望をお寄せくださいますようお願い申しあげます。
